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 平成２９年８月１日、日頃、旅行業に携わる方に災害対策用機械の操作を体験していただき、 
今後、中部技術事務所の災害活動の様子に触れられる旅行商品の企画・立案に生かしていただきます。 

そうだ！中技へ行こう！ 
【旅行業関係者災害対策用機械操作体験】 

国土交通省ではインフラツーリズムにかかる取組を推進しており、 
身の回りにあるさまざまなインフラに触れる機会を提供しています。 
中部技術事務所では保有する災害対策用機械に実際に触れて 
いただくことにより災害時の活動の状況を体感することができます。 

洪水被害の軽減のため、 
排水活動を行う 

排水ポンプ車 

拡幅して災害活動の前線基地となる 
対策本部車 

一刻も早く復旧させるべく 
夜間の災害活動を支援する 

照明車 

災害活動の支援拠点となる 
待機支援車 

被災状況調査への活用が期待される 
無人航空機（ドローン） 

土砂災害現場にて操縦者の安全を確保しつつ 
復旧作業ができる 

無人化施工バックホウ 
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